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(1) イヤ。ナナゴーメモ アッタ ニ。 
  「いや。七合目も(雪が)あったよ。」 
 
(2) オーイ。モー ヒチジハンヤ ニ。 
  「おーい。もう七時半だよ。」 
 
(3) ウエニ ノッタラ カワイソヤケド ノッタロ ニ。 
  「上に乗ったらかわいそうだけど、乗ってやろう。」 
 
(佐藤 1971: 18-20, 下線は筆者) 
[2] 勧誘 








(4) ナー。ナントカ シヨ ニ。 
  「ねえ。何とかしようよ。」 





(5) ナニガ イケヨ ニ。トーイノヤ ゾ。 
  「どうして行けるものか。遠いんだぞ。」 
(佐藤 1971: 20, 下線は筆者) 
 
1.2. 使用者層・使用地域 




















                                                        
1 卒業論文では別の節で三重県と隣接している県の諸方言とのつながりについて、佐藤(1971: 23-25）の記
述をまとめたが、紙面の都合上、図のみとする。 
  三重県内で使用される文末詞「ニ」について 
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(6) ホコリガ タツニ ヤメトキー。 
  「ほこりがたつからやめときなさい。」 
 
(7) ヤメトキー。ホコリガ タツニ。 
  「やめときなさい。ほこりがたつから。」 




























仮説 2 伊賀では、告知の用法がもう使用されていない可能性があるのではないか。 
 





 三重県内の地域を伊勢分派、伊賀分派、志摩分派、牟婁分派の 4 つに分け、それぞれの









  三重県内で使用される文末詞「ニ」について 
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アンケートに使用した例文 
例文 1 イヤ。ナナゴーメモ アッタ ニ。 [告知] 
「いや。七合目も(雪が)あったよ。」 
例文 2 オーイ。モー ヒチジハンヤ ニ。 [告知] 
「おーい。もう七時半だよ。」 
例文 3 ウエニ ノッタラ カワイソヤケド ノッタロ ニ。 [告知] 
「上に乗ったらかわいそうだけど、乗ってやろう。」 
例文 4 ナー。ナントカ シヨ ニ。 [勧誘] 
「ねえ。何とかしようよ。」 
例文 5 ハヨ タベヨ ニ。オナカ スイタ。 [勧誘] 
「早く食べようよ。おなかすいた。」 
例文 6 ナニガ イケヨ ニ。トーイノヤ ゾ。 [反発] 
「どうして行けるものか。遠いんだぞ。」 




 アンケートを回収できたのは 176 人(男 81 人、女 95 人)で、そのうち 6-12 歳の言語形成
期に県内居住ではなかった 21 人(男 6 人、女 15 人)は対象外としたため、今回対象となっ
たインフォーマントは 155 人(男 75 人、女 80 人)である。内訳は、伊勢分派が 46 人(男 23
人、女 23 人)、伊賀分派が 45 人(男 22 人、女 23 人)、志摩分派が 43 人(男 21 人、女 22 人)、
牟婁分派が 21 人(男 9 人、女 12 人)であった。 
卒業論文では分派別、年齢層別、男女別で結果を示したが、本稿では紙面の都合上、分
派別結果の表のみを示す。年齢層については、A が 20 歳未満、B が 20-30 歳代、C が 40-50
歳代、D が 60 歳以上とした。 
 
表 1: 例文 1 [告知]の分派別結果      表 2: 例文 2 [告知]の分派別結果 
   ○  △  × 計(人)     ○  △  × 計(人) 
伊勢 46 0 0 46  伊勢 46 0 0 46 
伊賀 2 18 25 45  伊賀 5 26 14 45 
志摩 42 1 0 43  志摩 41 2 0 43 
牟婁 0 4 17 21  牟婁 0 7 14 21 










表 3: 例文 3 [告知]の分派別結果      表 4: 例文 4 [勧誘]の分派別結果 
   ○  △  × 計(人)     ○  △  × 計(人) 
伊勢 45 1 0 46  伊勢 44 2 0 46 
伊賀 14 24 7 45  伊賀 20 25 0 45 
志摩 41 2 0 43  志摩 42 0 1 43 
牟婁 0 7 14 21  牟婁 0 2 19 21 
全体 100 34 21 155  全体 106 29 20 155 
 
表 5: 例文 5 [勧誘]の分派別結果      表 6: 例文 6 [反発]の分派別結果 
   ○  △  × 計(人)     ○  △  × 計(人) 
伊勢 46 0 0 46  伊勢 2 13 31 46 
伊賀 27 18 0 45  伊賀 0 0 45 45 
志摩 42 1 0 43  志摩 3 10 30 43 
牟婁 0 10 11 21  牟婁 0 1 20 21 
全体 115 29 11 155  全体 5 24 126 155 
 
表 7: 例文 7 [接続助詞]の分派別結果 
   ○  △  × 計(人)
伊勢 43 1 2 46
伊賀 0 2 43 45
志摩 39 1 3 43
牟婁 3 12 6 21
全体 85 16 54 155
 
[告知の例文 1-3] 
例文 1 から 3 において、志摩で耳にはしているが使用しないと回答した人は、例文 1 で
1 人、例文 2 で 2 人、例文 3 で 2 人いるが、その中の 1 人は例文 1 から 3 まで共通して同
じ回答であった。例文 2 のもう 1 人と例文 3 のもう 1 人は別の人である。それについては
3.3.で取り上げる。また、同じ用法であるのに例文によって差が出たことについては、3.4.
で後述する。 
 伊賀の人で、例文 1 で使用すると答えた 2 人は、2 人とも D(60 歳以上)で、例文 2 で使




[告知]の例文 1 から 3 に比べ、伊賀では使用すると答えた人が増えた。例文 4 より 5 の
ほうが、使用すると答えた人が多かった。
  三重県内で使用される文末詞「ニ」について 
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 [反発の例文 6] 




ていると答えた 3 人の内訳は 3 人とも A(20 歳未満)で、耳にはしているが使用しないと答
えた 12 人の内訳は A が 1 人、B(20-30 歳代)が 4 人、C(40-50 歳代)が 2 人、D(60 歳以上)
が 6 人と、若年層が主であった。このことは 3.1.で触れる。 
 
3. 考察 











3.2. 仮説 2について 
仮説 2 伊賀では、告知の用法がもう使用されていない可能性があるのではないか。 
 









3.3. 仮説 3について 







 仮説 2 のような状況が実現されていない現時点で、伊勢において、告知としての文末詞
「ニ」は 1 例を除いて、インフォーマント自身が耳にして使用しているという結果であっ
た。だが、志摩では、耳にしているが使用しないと答えたインフォーマントの数が伊勢の
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